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広報ちくしの 「人権問題特集号」 12月アンケート用紙
（当てはまるものに○をつけてください。）

①「人権問題特集号」は…
 

③感想をお聞かせください。

②心に残った内容は…
 

□ 「ビジネスと人権」
□ 「災害と人権」
□ 「障がい者の自立と社会参加の充実」
□ 「カルタにまなび　カルタでカタル」
□ 「同調圧力と向き合うには」
□ 「いつまでも安心して暮らせる社会へ」

□ よかった

□ まあよかった

□ あまりよくなかった

□ よくなかった

人権問題特集号　アンケートのお願い
　筑紫野市人権都市宣言が採択されて、今年は３０年目にあたります。その中では、「すべての市民の人
権が等しく保障される地域社会の実現に向けて、一人ひとりが不断の努力を行うこと」が確認されていま
す。今回もさまざまな人権問題について知っていただき、不断の努力につなげていただきたいという思い
で編集いたしました。つきましては、是非読んでいただき、よろしかったら感想等を届けていただきますよ
うお願いいたします。今後の編集に活かしていきたいと思いますので、趣旨をご理解のうえご協力を重ね
てお願いいたします。

今年は戦後８０年の年です。戦争体験者も人口の１割を下回り、
過去の大戦の状況（被害・加害）を伝えていくことも大きな課
題と言われています。その中で、現在戦闘状態にある国の悲惨
な子どもの映像を見て、高校生平和大使に応募した子がいます。
高校生たちは「微力であるが、無力でない」という言葉を胸に
活動を続けています。
社会状況を見ていくと、一つひとつの人権をますます大切にす

べき時代を迎えているような気がします。そのためには、人権
問題をしっかり学び、自他の人権について考え、自分にできる
行動に移すことが求められています。

○アンケート回答の方法

以下の手順で「広報ちくしの　人権問題特集号」に入っていただき感想をお寄せください。
「くらし・手続き」→「人権・男女平等　人権」→啓発冊子「広報ちくしの　人権問題特集号」
※携帯電話・スマートフォン等で読み取るとアンケートページにつながります。

②郵　送 上のアンケート用紙に記入のうえ以下の住所にご送付ください。(12月26日まで)
→筑紫野市教育政策課人権・同和教育担当：
　〒818-8686　筑紫野市石崎一丁目１番１号

 　
 

③メール k-kyoumu@city.chikushino.fukuoka.jp
④筑紫野市ホームページ：

①F A X 上のアンケート用紙に記入のうえ以下の番号にＦＡＸをしてください。
→筑紫野市教育政策課人権・同和教育担当：(092)923-9644
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【人権尊重のまちづくりスローガン】
「自分が人からされたり　言われたりしていやなことは
　自分は人にしない　言わない」

　
被
爆
直
後
の
長
崎
の
写
真
を
見
て
、
色
や
臭

い
を
も
感
じ
た
。」
と
言
っ
た
高
校
生
が
い
ま
す
。

　
地
域
の
子
ど
も
会
で
、
人
権
や
平
和
に
つ
い

て
学
ん
だ
伊
藤
愛
里
さ
ん
は
、
平
和
運
動
団
体

の
「
高
校
生
平
和
大
使
」
に
応
募
し
、
筑
紫
野

市
か
ら
た
だ
一
人
の
長
崎
研
修
代
表
生
に
な
り

ま
し
た
。そ
し
て
今
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
７
月
13
日
、
天
神
ソ
ラ
リ
ア
前
で
「
核
兵

器
廃
絶
と
平
和
な
世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
高

校
生
一
万
人
署
名
」
を
集
め
る
活
動
を
し
ま

し
た
。

　
８
月
７
日
〜
９

日
、
長
崎
に
行
き
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た
。

　
研
修
会
の
中
で
、

原
爆
症
の
認
定
の

問
題
、
発
症
す
る

不
安
や
差
別
の
問

題
、
若
い
世
代
へ

の
願
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
当

事
者
の
気
持
ち
を

考
え
、
平
和
な
世

界
に
な
る
よ
う
に

次
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
署
名
活
動
を
続
け
る
。

〇
長
崎
研
修
代
表
生
の
経
験
を
小
中
学
生
に

伝
え
て
い
き
た
い
。

〇
筑
紫
駅
銃
撃
事
件
な
ど
地
元
の
戦
争
体
験

談
も
引
き
継
い
で
い
く
。

　
そ
の
他
に
も
、
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
関

心
を
も
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高校生平和大使派遣委員会より

林　重男氏　撮影
長崎原爆資料館　所蔵


